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明日は我が身かもしれません！

• 操作は落ち着いて！焦らずに！
• 再検査の時は、特に注意！
• ペダルを操作する際は、今一度確認を！
• ペダルを踏む際は、ゆっくりと！
• アクセルペダルとブレーキペダルの間隔が
少ない車両は要注意！



・軽乗用車 「JWL」又は「JWL-T」表示のある
アルミホイール

・最大積載量が５００ｋｇ以下 （軽貨物車）
「JWL」又は「JWL-T」の表示のあるアルミホイール

・最大積載量が５００ｋｇ超 （登録車の貨物車）
｢ＪＷＬ－Ｔ」の表示のあるアルミホイール

基準について

アルミホイールが堅ろうと判断できる例



• タイヤ負荷能力については荷重指数等により判断しています。

トラック用タイヤの例
145R12-6PR 最大荷重 450ｋｇ

乗用車用タイヤの例
165/55R14 72V 最大荷重 355ｋｇ

↑ 荷重指数(ロードインデックス）

75の場合 最大荷重 774ｋｇ
77の場合 最大荷重 824ｋｇ

基準について

貨物自動車のタイヤについて

定員人数乗車かつ最大積載時の前後
それぞれの軸重に耐えるタイヤ負荷能力で
ないといけない！

※タイヤ2本による軸の最大荷重

2本で900ｋｇ

2本で710ｋｇ



よくある質問について

座席をスポーツシートに変更



① 前方エアバック

② 側方エアバック

③ ブレーキ

④ ABS

⑤ 原動機

（表示例）

お知らせ



インジケーターランプ(識別表示)等の検査は、
ランプが点灯および消灯することを確認します。

お知らせ

識別表示一覧（例）

駐車ブレーキ警告灯

シートベルト警告灯

方向指示器

ヘッドランプ（上向き）

フォグランプ

リアフォグランプ

ポジション、サイドマーカー及び/又
はエンドアウトラインマーカーラン
プ

等



よくある不適合事例
平成18年以降製作車は灯火器取付高さに注意!!

前部霧灯 下縁の高さが地上250ｍｍ以上
方向指示器 下縁の高さが地上350ｍｍ以上

250mm以上 350mm以上



よくある不適合事例

バッテリーを針金により固定（補修）されてい
る場合は、不適切な補修となりますのでご注意
下さい。



よくある不適合事例

リフトアップ車、外装変更車両の直前直左



よくある不適合事例

550mm以下

600mm以下

リフトアップ車両の突入防止装置



1. 受検中（ｺｰｽ内）での喫煙及び、

携帯電話の使用は敷地等における秩序

維持のため、受検者の禁止事項として

定められています。

2. 車台番号、原動機型式は見やすいよう
にご協力お願いします。

検査における注意点について



3. 荷台の積載物は降ろした状態で

受検をお願いします。

適正な検査を実施するため
ご協力お願いいたします

検査における注意点について



4. ボンネットの開閉の際、支持棒等を
掛けてください。また、エンジンの
停止をお願いいたします。

支持棒等により支持棒等により
しっかり固定

事故防止のため
ご協力お願いいたします

検査における注意点について

エンジン停止！エンジン停止！



5. ヘッドライトテスターでの測定時は、
車両から降りないで下さい。

測定は「検査時車両状態（運転者1名が
乗車した状態）で行います」

検査における注意点について



6. オートライト車のスピードメーター
検査について。

検査における注意点について

オートライト

申告ボタン



お知らせ

大阪主管事務所について



お知らせ

自動車重量税額の確認方法



OBD検査について

お知らせ



前照灯審査（ロービーム）について
お知らせ



車検証の電子化について

お知らせ

軽自動車検査協会HPより



ご清聴

ありがとうございました


